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Ⅰ．はじめに
　昨今における産科医療の現状から，助産師の質の向上
と実質的な量の確保は喫緊の課題となっている．現在就
業中もしくは今後復職を希望する助産師に，大学院レベ
ルの学び直しの機会を提供し，周産期医療・ケアの最新
の知識と技術を修得してもらい，自身のキャリアアップ
の一助のため「生き生きと働く実践力のある助産師キャ
リアアッププログラム」を開始し，約 2 年半が経過した．
本プログラムは文部科学省の委託事業であり，「高度人
材養成のための社会人学び直し大学院プログラム」の一
環として行っている．実施期間は2014年度から 3 年間で
ある．
　2015年度（2015年 4 月～2016年 3 月）における e ラー
ニング提供プログラムの配信状況と受講状況，e ラーニ
ングコンテンツにかかわる著作権，および他施設交流実
習についての活動状況は，保健学研究の第29巻に報告し
た1）．
　2016年度は，コアリーダー助産師認定コース 2 年目受
講生 7 名に加え，同コース 1 年目受講生 5 名，プライマ
リ助産師認定コース（ 1 年間）に受講生 9 名を迎え，総
勢21名の助産師がプログラムのメンバーとなった．本報
告では，2016年度の活動内容と委託事業終了後のプログ
ラムの継続について述べる．

Ⅱ．2016年度活動内容
 1 ．e ラーニングによる受講状況
　2016年度の開講科目は，①Updateな情報（情報リテ
ラシー）を修得する科目（ 2 単位），②Updateな実践能
力を修得する科目（ 3 単位），③対人関係能力を修得す
る科目（ 1 単位）の 3 科目に加え，コアリーダー助産師
認定コース 2 年目，④教育力・指導力を修得する科目
（ 2 単位），⑤専門性の意識改革を修得する科目（ 2 単位）

の計 5 科目となった． 1 年間のプライマリ助産師認定
コースは①～③の 3 科目 6 単位，2 年間のコアリーダー
助産師認定コースは①～⑤の 5科目10単位をすべて取得
して修了証が授与される．各科目ともに，2 か月を 1 期
とし，5 期10か月にわたって科目を構成し，教育プログ
ラムを提供した（表 1-1，表 1-2 ）．
　プログラムでは昨年と同様，VPN（Virtual Private 

Network）を介した講義配信システムにより，eラーニ
ングを提供した．受講用に調整したノートパソコンおよ
びタブレット端末を貸与し，1 期 2 か月毎にアクセスロ
グから受講状況を確認し，また状況に応じて受講促進に
関するサポートを行った．今年度の特徴として，2 か月
の配信期間内に教材へのアクセスが行われていない受講
者が見受けられた．パソコン操作に慣れないこと，ある
いは就業と学習の両立が難しかったこと，配信科目の分
量やバランスが関連していることが推測され，その点は
今後の課題であると認識している．

 2 ．対面授業・演習・実習
　 1 ）対面授業
　e ラーニング受講による学習は，ともすれば受け身に
なりがちであるが，実践者にとって定期的に集まり助産
師の仲間同士が意見を交わしあうことで学習を促進する
一つの要素になると考え，以下の内容で対面授業も組み
入れた（表 2 ）．どの科目も助産師として勤務していく
上で重要な内容であり，受講生同士が顔を合わせ実践の
場面での事例を検討したり，ロールプレイによってより
深くディスカッションを行うなど，有意義な時間を持つ
ことができた．

　 2 ）演習
　助産師としての実践能力の向上や視野を拡げ，自律し
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たケアを提供する目的で演習を実施した．内容は表 2 に
示す通りである．
　本プログラムでは助産師の実践能力向上のため，「新
生児蘇生法講習会」を定期的に開催した．長崎市内での
開催のみならず，上五島に赴き周産期医療関係者，他科
の医師，および消防署からも参加してもらい講習会を実
施した．長崎県は島嶼部を多く抱えているが，離島にお
いても分娩を担う施設はあり，緊急の事態に備えて新生
児蘇生法の知識や技術を習得することは重要であるため
である．プログラム期間中に開催に関わった講習会は 8
回，延べ参加人数は医師15名，助産師72名，看護師16

名，救急救命士 3 名，助産師養成コース学生18名の合計
114名となった．また，新生児蘇生法講習会のインスト
ラクター養成についても支援し，講習会開催時のインス
トラクター経験の機会を設けるなど，県下の助産師10名
が新たにインストラクターの資格を取得した．
　「地域助産学演習」では，コアリーダー助産師認定
コースのメンバーから 5 名が参加した．保健・医療・福
祉関係者との連携を学ぶことや，地域の特性を把握した
上で，母子保健事業に関するアセスメントができるとい
うことを目的とした．演習場所として長崎県五島市へ赴
き，離島地域における保健医療福祉の状況の把握，離島

表１-１．e ラーニング配信スケジュール2016【プライマリ・コアリーダ両コース共通科目】

配信月 1． Update な情報を修得する科目 2． Update な実践能力を修得する科目 3． 対人関係能力を修得する科目

 4 月 臨床薬理学
高度生殖補助医療

妊娠期の健康診査
助産師が行う超音波検査
CTG について

医療現場における接遇マナー

 5 月 臨床薬理学
高度生殖補助医療

妊娠期の健康診査
助産師が行う超音波検査
CTG について
NCPR

医療現場における接遇マナー

 6 月 遺伝に関する知識（1）
遺伝に関する知識（2）
遺伝に関する知識（3）

CTG について
フィジカルアセスメント

助産記録・医療記録
医療倫理

 7 月 遺伝に関する知識（1）
遺伝に関する知識（2）
遺伝に関する知識（3）

CTG について
フィジカルアセスメント
NCPR

助産記録・医療記録
医療倫理

 8 月 産科合併症（1）
産科合併症（2）

フリースタイル分娩
産痛緩和（お灸，つぼ）
開業助産と管理

アサーティブネス～医療者への対応

 9 月 産科合併症（1）
産科合併症（2）

フリースタイル分娩
産痛緩和（お灸，つぼ）
開業助産と管理

アサーティブネス～医療者への対応

10月1日（土）講演会「看護教育を拓く授業リフレクション～教える人の学びと成長～」

10月 母子感染
ウィメンズヘルス
制度・施策（1）
制度・施策（2）

産褥期の健康診査
新生児の健康診査
他施設交流実習
助産所実習

アサーティブネス～医療者以外への対
応

11月 母子感染
ウィメンズヘルス
制度・施策（1）
制度・施策（2）

産褥期の健康診査
新生児の健康診査
他施設交流実習

アサーティブネス～医療者以外への対
応

12月 EBMの実践に向けて（1）
EBMの実践に向けて（2）
EBMの実践に向けて（3）
産科領域ガイドライン（1）
産科領域ガイドライン（2）

他施設交流実習 意思決定支援
認知行動療法に基づくコミュニケー
ション技法

 1 月 EBMの実践に向けて（1）
EBMの実践に向けて（2）
EBMの実践に向けて（3）
産科領域ガイドライン（1）
産科領域ガイドライン（2）

意思決定支援

 2 月 助産師とチーム医療

 3 月 ALSO

＊アンダーラインは対面クラス／演習、アンダーラインは実習
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表１-２．e ラーニング配信スケジュール2016【 2 年目コアリーダー助産師コース科目】

表２．対面授業及び演習

4. 教育力・指導力を修得する科目 5. 専門性の意識改革を修得する科目

 4 月 保健指導のコツと実際（～性教育を例に～） 長崎県の周産期医療
安全と施策

 5 月 保健指導のコツと実際（～性教育を例に～） 長崎県の周産期医療
安全と施策

 6 月 フィジカルアセスメント（母体）
災害時の対応の実際

安全と施策
キャリアディベロップメント
看護師のための文章ノート

 7 月 フィジカルアセスメント（母体）
災害時の対応の実際

キャリアディベロップメント
看護師のための文章ノート
地域助産学演習

 8 月 国際助産学演習

 9 月 ラボラトリー方式体験学習 
学びつづける組織風土

マネジメント
人に仕事を与える・任せる

10月 医療専門職と倫理
学びつづける組織風土

マネジメント
人に仕事を与える・任せる

10月1日（土）講演会「看護教育を拓く授業リフレクション～教える人の学びと成長～」

11月 助産学生の臨床指導 開業助産師としての助産管理
変革（アントレプレナー）・リーダーシップ

12月 助産学生の臨床指導 開業助産師としての助産管理
変革（アントレプレナー）・リーダーシップ

 1 月 助産学生の臨床指導
フィジカルアセスメント（新生児）

 2 月 助産学生の臨床指導
フィジカルアセスメント（新生児）
まとめのディスカッション

 3 月

＊アンダーラインは対面クラス／演習、アンダーラインは実習

日程 科目名 授業名 講師　*敬称略

対
面
授
業
科
目

2016年10月29日 4. 教育力・指導力を修得する科目 医療専門職と倫理 聖路加国際大学　
鶴若　麻理

2016年11月22日 3. 対人関係能力を修得する科目 ペリネイタルロスの支援に
おけるコミュニケーション

聖路加国際大学　
蛭田　明子・石井　慶子

2017年 2 月28日 3. 対人関係能力を修得する科目 助産師とチーム医療 長崎リハビリテーション病院
松坂　誠應

演
習
科
目

2016年 5 月 7 日 2. Update な実践能力を修得する科目 新生児蘇生法講習会
 （専門コース）

日本大学医学部小児科学系
　小児科学分野
細野　茂春　他

2016年 7 月 9 日 2. Update な実践能力を修得する科目 新生児蘇生法講習会
 （専門コース）in 上五島

日本大学医学部小児科学系
　小児科学分野
細野　茂春　他

2016年 7 月24日～ 31日 5. 専門性の意識改革を修得する科目 地域助産学演習 長崎大学大学院
大石　和代

2016年 8 月 3 日～ 11日 5. 専門性の意識改革を修得する科目 国際助産学演習 長崎大学大学院
江藤　宏美・松井　香子

2016年 9 月17日 2. Update な実践能力を修得する科目 新生児蘇生法講習会
 （専門コース）

熊本市立市民病院　
田中　裕子　他

2016年 9 月23-24日 4. 教育力・指導力を修得する科目 ラボラトリー方式体験学習 体験と学びの会
博野　英二・松井　香子

実
習
科
目

2016年10月19日 2. Update な実践能力を修得する科目 助産所実習 プロジェクト・マム
　さくらの里助産院
野間田　真紀子　

2016年10月～ 12月 2. Update な実践能力を修得する科目 他施設交流実習
2016年11月～2017年 2 月 4. 教育力・指導力を修得する科目 臨地実習指導実習
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における産婦人科診療所の業務の実際，訪問看護の実際，
新生児訪問や 5 歳児健診などの母子保健事業，開業助産
師による地域活動の実際，へき地医療体制の把握と病院
の役割，児童養護施設の活動の実際など多岐にわたる地
域保健活動を視察し，また現地スタッフとの意見交換が
行われた．受講生は普段は病院に勤務しており，離島か
ら母体搬送されてくる症例を受け入れる側であることが
多い．今回実際に地域の状況，とりわけ離島の状況を目
の当たりにし，母体搬送に係る手続きの煩雑さや準備，
実際の様子や苦労，出産後に地域でどのように母子を継
続的に支援しているかなども現地で直接的に意見交換す
ることができ，相互の理解が深まった．顔の見える連携
が必要ということは頭では理解していても，実際にお互
いの状況に思いを馳せることは難しい．このようにお互
いの状況を少しでも理解していることで，最終的には母
子にとって安心できる医療の提供になることが可能にな
るのではないかと考える．
　「国際助産学演習」では，2 名のコアリーダー助産師
認定コースのメンバーが参加し，アメリカオレゴン州，
ポートランド市の Oregon Health & Science University

（OHSU）を訪問した．アメリカの助産師業務，助産実
践の実際を学び，日本との違いや共通点を見出し，今後
の助産実践に活かしていくことを目的とした．OHSU大
学病院の産科病棟・分娩室・NICU病棟の見学，母親と
ベビーのクラス，夫婦で参加する産前クラス，助産所の
見学，私立病院の母乳哺育センター訪問，母乳バンクの
見学，National University of Natural Medicine（代替
医療に関する大学）への訪問，現地の助産師・助産教員
らとの交流を行った．今回の訪問を通じて，日米の出産
を取り巻く現状や求められている助産師の役割，提供し
ている実際のケアや助産教育等について共通点や相違
点，また，母乳バンクなどの新たな試みに対する活動に
ついて意見交換を行うことができた．
　「ラボラトリー方式体験学習」とは，K.レヴィンらが
グループダイナミックス研究の成果を用いた民主的風土
づくりのためのワークショップを発展させたものであり，
学習者自らが様々な人間関係を実験的に体験しながら自
己理解，他者理解，グループダイナミックス，リーダー
シップなど学ぶ方法である2）．助産師として勤務をする
中で，助産師自身は様々な人間関係の中で毎日を生きて
いる．それは妊産褥婦や新生児とその家族はもちろんの
こと，職場の同僚や上司，他職種のメンバー，看護・助
産学生，また日常生活においても家族や友人に囲まれて
いる．そして，その相手との関係は日々刻々と変化して
いる．自分自身のことにまず目を向け，自己への理解を
深めていくこと，そして他者と関わっていく中でどのよ
うに自分や相手を活かしながら，お互いの関係を作って
いくか，人との関わりを通じてどう自分自身が成長して
いくかということは，一人の人間として重要なことでは
ないかと考え，宿泊を含めたラボラトリー方式体験学習

をプログラムの一つとして企画した．学習のねらいを以
下のように考え，このねらいに向かっていけるようなグ
ループ実習や一人の時間を持ちながら進めていった．

　 1 日半の演習の最後に，ラボラトリー方式体験学習を
体験してみての気づきや学びについて記述してもらった
ものを一部記述する．
・自分を承認してくれる人がいるという事は嬉しいもの
ですね．年下の人にも承認の言葉をかけられるよう
ちょっと努力してみようと思います．

・自分が思ったより他者は気づいている．
・少しでも一歩ずつでも自分の内面に近づけるようにし
たい．

・人には一人一人歴史があり，様々な思いを持っている
こともわかった．お互いのコンタクトによってプラス
の方向へつながっていくこともできると思った．

・時には自分で自分を見て承認する．そして少し変化し
たい．

・個人で考えること，何かをこなすこと，目標を達成さ
せることは大切だけれど，人が集まると，個人では難
しいことができる，それってすごいことだなと感じた．

　 3 ）実習
　助産師としての実践能力の向上や視野を拡げ，自律し
たケアを提供する目的で実習を実施した（表 2 ）．助産
所実習・他施設交流実習については，1 年目の受講生を
対象として昨年同様実施した．ここでは，今年度初めて
実施した 2 年目受講生を対象とした「教育力・指導力を
修得する科目」の実習である「臨地実習指導実習」につ
いて述べる．
　このコースに参加している助産師は病棟においてリー
ダー的存在であり，また学生指導を行う機会も多い．こ
れまでも幾度となく実習指導の任を実行してきてはいる
が，改めて臨地実習指導を経験し，その経験を振り返る
中で，自己の課題をとらえ，今後どのように指導者とし
て学生に関わっていくかを探るということを主目的とし
て，実習を企画した．
　この実習を行うにあたり，藤沢市教育文化センター主
任研究員の目黒悟氏に講演「看護教育を拓く授業リフレ
クション～教える人の学びと成長～」を依頼し，事前に
受講した．講師は長年看護教員とともに授業研究に取り
組み，授業・実習指導とはどのような営みであるのか，
自分の行った授業から学ぶということを実践を通して研

＜ラボラトリー方式体験学習のねらい＞
・自分の気持ちや想いに目を向けうけとめてみる
・自分の関わり方に気づき，確かめ，考える
・一人ひとりの特徴や想いに目を向け，相手をう
　けとめてみる
・体験からの学び方を知り，自分の可能性を探る
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究されている．講演の中で，講義・演習・臨地実習に限
らず，学生や新人，後輩に対する指導場面は，すべて
『授業』であり，「教育的な関わり」の場であることや，
自分と相手との関わりによって絶えず複雑に変化する
「相互性」の場，すなわち「臨床の場」であるということ，
自分が実現したい授業の方向（ねがい）を明確にして，
授業に臨むこと等が受講生に伝えられた．講演後は実際
に，自分が学生指導をした場面で，心に残っていること
を取りあげ，「授業リフレクション」を実施した．受講
生は，自分が関わった学生との間に起こっていたことを
振り返り，自分の言葉でその経験を語り，語りの聞き手
の助けを借りながら，自分自身の経験を意味づけること
を体験した．
　この講演後に，受講生は自施設での学生実習の際に，
実習指導者の任をとり，事前に自分が授業（実習指導）
に臨むにあたって「授業デザイン」を行った．これは
「学習者の実態」「ねがい」「目標」「教材の研究」「学習
環境・条件」「教授方略」の 6 つの構成要素を明確にし，
それぞれの間の関連を考えていきながら，自分の実現し
たい授業（実習指導）の方向を意識して実際に実施して
いくというものである3）．受講生は事前に「授業デザイ
ン」を行い，その上で授業（実習指導）にあたり，学生
と関わる中で感じたことや気づきを適宜上記の授業デザ
インに加筆修正を加えながら，一連の流れを体験した．
最終的には自分自身が行った授業（実習指導）を振り返
り，次への課題や今後どうしていきたいかということを
考えるようにした．
　受講生のレポート内容を一部記述する．
・患者との関わりの中で自然と行っているリフレクショ
ン，つまり“今の発言が不快に思ったのではないか”
という気づきや，“思ったような反応が得られない”
という違和感を修正して，次の看護に活かそうとする
行動を学生指導の場で活かす必要があったように感じ
る．

・学生と実習指導者は，対等という関係にはなかなかな
らない．それぞれのカラーもあれば，経験値も考え方
ももちろん異なる．お互いが成長し，実りある実習に
していくためには，お互い円滑なコミュニケーション
をはかる努力をしていかなければならないと思う．

Ⅲ．評価・報告
 1 ．第三者評価委員会の開催
　今年度はプログラム実施 3 年目であり，文科省委託の
最終年でもあり，当初掲げた目標・目的に照らして，現
時点での達成度や事業のプロセス，進捗状況，成果等に
ついて自己評価を行った．その上で第三者の視点により
事業全体を俯瞰し，目的・アウトカムに対する評価を受
けること，評価委員からのフィードバックを活かし，今
後の事業への継続・展開に繋げることを目的に第三者評
価を実施した（11月14-15日）．評価委員には，一般の立

場から大住力氏（公益社団法人　難病の子どもとその家
族へ夢を　代表理事），教育の立場から中尾優子氏（鹿
児島大学大学院：母性・小児看護学講座　教授），看護
管理の立場から久家美智代氏（公益社団法人　長崎県看
護協会　副会長）に委員を務めて頂いた．プログラムの
妥当性・有効性・効率性・インパクト・持続可能性と
いった視点については，概ね良い評価であった．プログ
ラム修了生へのインタビューの時間を設け，評価委員か
らの質疑応答が行われた．その中で，修了生からは，こ
のプログラムに参加したことで，学習意欲を刺激された
り，より助産師の技を極めるための資格の習得への動機
付けになった，自分が“井の中の蛙”であったことに気
づいた，などの声が聴かれた．一方でいくつかの点で評
価委員からプログラム実施への指摘を受けた．指摘を受
けた点は以下の通りである．
・受講修了生の受講後の能動的な行動につながるための
内容が盛り込まれているとよりよかった．

・修了証書の活用が不十分であった．このプログラムを
受講したことが所属施設のみならず広く社会において
も認識されていくことも大切ではないか．
・現在就業していない助産師に参加してもらうための工
夫が必要ではないか．

・プログラムの修了生の人材活用，引いては母子の健康
にどう助産師としてそれぞれの立場でかかわっていけ
るかをプログラムとしてどう支援するかについて再考
を望む．

 2 ．「高度人材養成のための社会人学び直し大学院プロ
グラム」14大学合同成果発表フォーラム参加

　本プログラムは，大学院と産業界等が協働して，社会
人のキャリアアップに必要な高度かつ専門的な知識・技
術・技能を身につけるための大学院プログラムを構築し
普及する取り組みを通じて，人材養成を図るとともに，
社会人の学び直しを推進する事業として全国の14大学が
選定されて実施している．プログラム最終年度となり，
それぞれの大学の取り組みや成果をお互いに発表し，社
会人が学び直すためのポイントや継続的な事業展開のた
めの工夫などをシェアする目的で合同フォーラムに参加
した（2016年12月16日，於イイノカンファレンスセンター，
東京）4）．各大学の成果発表に続き，フォーラムの中で
は，これまでの成果をどう広めていくか，また事業を継
続するための資金獲得のことなどが焦点となり議論が行
われた．本フォーラム内容は，共通のポータルサイト
（https://s-manabinaoshi.jp/）に掲載されることになっ
ている．

Ⅳ．次年度以降のプログラムの継続について
　本プログラムを開始後，長崎県下で21名の助産師が 

 1 ～ 2 年という期間をかけて，助産師として就業しなが
ら，学び直しと仕事を両立してきた．また，受講生は何
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度か顔を合わせるうちにお互いに情報交換をしたり，親
しくなる様子が伺えた．受講生同士もお互いをサポート
しあいながら，ともに高めあいながら受講を進めてきた
のだと考える．プログラム提供側も一方向だけの関わり
ではなく，受講生と共にプログラムを創ってきたように
感じている．プログラムにより整備された e ラーニング
受講のためのシステムや，ビデオ教材，講義資料，講師
との連携，そして何より県下の助産師のネットワークを
今後も最大限活かしていけるように，3 年間程度はプロ
グラムを続行し，長崎の助産師が“生き生きと”働くた
めの支援を継続したいと考えている．本プログラムは長
崎大学の履修証明プログラムでもあるが，次年度からは
コースカリキュラムの見直しをし，2 コースを統合し 1
年間のコースへと変更する．1 年間で120時間（ 8 単位）
を履修することで，履修証明プログラムの要件を満たし，
かつ，科目等履修生制度の適用が受けられるようにした．
今後，大学院進学を希望する場合，4 単位を既習科目と
して互換することができるというものである．就業中も
しくは今後また助産師として復職したいという助産師が，
受講しやすいような環境を整えるとともに，魅力的なプ

ログラムとなるように，また，助産師自身の情報交換の
場となり発展していけるように工夫していきたいと考え
ている．本コースを修了した受講生たちが，自らのキャ
リアアップと職場を変革していく力が得られるように今
後とも後押ししていきたい．
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